
Technology, Media and Telecommunications Predictions | 2021 日本版

3

エッジコンピューティングにAIを組み合わせたインテリジェントエッジ
は、数十年にわたるトランザクションの監視・計測、処理の自動化、お
よびエッジとクラウド間の接続の用途から発展し、革新的な一連の技
術として既に世界中で大手テクノロジーおよび通信企業の変化を引き
起こしつつある。市場予測にはかなりのばらつきがあるが 1、デロイト
では、2021年にはインテリジェントエッジの世界市場は120億ドルま
で拡大し、CAGRは約35%を継続すると予測している2。2021年の市
場規模の拡大は、主に通信事業者が5Gネットワークにインテリジェン
トエッジを導入し、大規模なクラウドプロバイダがインフラとサービスを
最適化することによってもたらされるだろう。これらの大規模資本力を
擁する先進企業は、ユースケースとベスト・プラクティスを確立しており、
多様な産業の企業がインテリジェントエッジの機能を容易に導入でき
るようになりつつある。2023年までに、70%の大企業がエッジで何ら
かのデータ処理を実行する可能性もある3。ある大手GPUメーカーが
述べているように、「今私たちが享受しているインターネットの何千倍も

の規模のインターネットを作り出そうとしている段階に入ろうとしてい
る4」状態にあるといえる。
課題や逆風は存在するが、インテリジェントエッジはコンピューティン
グ環境を変革していくだろう。それによって、世界最大級のテクノロジー
企業は次世代の接続性と運用効率を推進できるものと考えられる。イ
ンテリジェントエッジを利用して高度なコンピューティング能力をデー
タの生成元や消費先に近づけることで、自動運転車からバーチャルリア
リティ、IoTに至るまで、あらゆる分野においてより高速、低コストで安
全なオペレーションの可能性が高まり、第4次産業革命を加速させる
ことになるだろう5。

インテリジェントエッジと次世代のエッジ／クラウドアーキテクチャおよ
びサービスの成功は、エコシステムを形成する各企業（通信事業者、
大手クラウドサービスプロバイダ、CDN、およびテクノロジープロバイ
ダ）にかかっている。この市場は若くダイナミックであるが、一方で、設
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備の計測、監視、自動化に向けた継続的なコンピューティングとネット
ワークの推進トレンドは数十年に及ぶ背景がある。デジタル化、接続性、
およびデータ分析が急速に成熟している現在、インテリジェントエッジ
は地球上で最大規模の設備／システム（工場・製造、ロジスティクス、
ロボティクス、モビリティ等）にも変革をもたらし始めている。
インテリジェントエッジの採用が拡大するにつれ、これまでの大規模な
インフラのアップグレードと同様に、予想外のイノベーションが無数に
出現する可能性がある。組織・企業の経営陣は、インテリジェントエッ
ジの成果と戦略的価値に対する明確な道筋を持って、パイロットに取り
組む必要がある。バズワードや専門用語にとらわれるのではなく、ユー
スケースの確立や成果の測定、結果に重点を置く必要がある。そして何
より「エッジ」と「インテリジェンス」は、データ処理の高速化、業務全
体の自律性と透明性の向上、柔軟性と適応性に優れた企業を実現する
ための、より総合的なソリューションの構成要素にすぎないことを理解
しておかなければならない。


